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大提灯への火入れ

　

一
色
の
ば
か
ぢ
ょ
う
ち
ん

　
午
後
七
時
丁
度
、
大
提
灯
の
中
に
約
一
メ
ー

ト
ル
の
蝋ろ

う

燭そ
く

の
火
入
れ
が
行
わ
れ
た
。
や
が
て

漆
黒
の
夜
空
に
、
六
組
・
十
二
張
り
の
巨
大
な

提
灯
群
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
一
張
り
の
提
灯

の
大
き
さ
は
、
大
き
い
も
の
で
全
長
が
約
十
メ

ー
ト
ル
、
胴
回
り
の
直
径
が
五
・
六
メ
ー
ト
ル

も
あ
る
。
初
め
て
み
た
者
は
、
想
像
を
超
え
た

大
き
さ
に
言
葉
を
失
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
提
灯
に

は
、
伝
説
や
物
語
な
ど
を
表
し
た
絵
や
文
字
が

描
か
れ
、
見
物
人
た
ち
を
古
式
ゆ
か
し
い
時
代

絵
巻
の
世
界
へ
い
ざ
な
う
。
参
拝
者
の
波
が

続
々
と
境
内
に
押
し
寄
せ
、
見
物
人
の
声
、
露

天
商
の
声
、
神
楽
の
笛
の
音
、
太
鼓
の
音
が
入

り
混
じ
っ
て
祭
り
の
熱
気
を
つ
く
る
。

　
三
河
湾
に
面
す
る
、
こ
こ
西
尾
市
一
色
町
一

色
で
「
三
河
一
色
大
提
灯
ま
つ
り
」
が
、
毎
年

八
月
二
十
六
、
二
十
七
日
（
二
〇
一
九
年
か
ら

は
、
第
四
土
、
日
曜
日
に
変
更
）に
、
三
河
一

色
諏す

訪わ

神
社
で
行
わ
れ
る
。
約
四
五
〇
年
も
の

歴
史
を
も
つ
祭
り
で
あ
る
。
明
治
時
代
の
中
ご

ろ
、
知
多
郡
あ
た
り
で
「
一
色
の
ば
か
ぢ
ょ
う

ち
ん
、
一
度
見
ぬ
も
ば
か
、
二
度
見
る
も
ば

か
」
と
言
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
そ
れ
ほ
ど
提
灯
が
大
き
い
と
い
う
意
味
で
、

諏
訪
神
社
の
氏
子
た
ち
は
、
ば
か
ち
ょ
う
ち
ん

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
有
名
に
な
っ
た
こ
と
を
誇
り

と
し
て
き
た
。

　

大
提
灯
ま
つ
り
の
歴
史

　
諏
訪
神
社
は
、
永
禄
年
間
（
一
五
五
八
〜
七

〇
年
）
に
長
野
県
の
諏
訪
大
社
か
ら
分
霊
を
勧

請
し
、
一
色
の
諏
訪
大
明
神
と
し
て
祀
っ
た
こ

と
が
起
源
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
祭
神
は
建
御

名
方
命
で
あ
る
。
当
時
の
こ
の
あ
た
り
の
戸
数

は
、
二
十
七
戸
程
度
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

　
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
そ
の
こ
ろ
、
稲
面
に

出
穂
が
見
ら
れ
る
時
期
に
な
る
と
、
海
魔
が
現

れ
て
人
畜
、
農
作
物
に
被
害
を
加
え
て
い
た
。

村
人
た
ち
は
、
神
前
に
魔
鎮
の
剣
を
供
え
、
篝

火
を
焚
い
て
海
魔
を
退
散
さ
せ
た
。
以
後
、
毎

年
祭
り
の
神
事
と
し
て
篝
火
を
焚
く
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
が
大
提
灯
ま
つ
り
の
起
源
と
言

わ
れ
、
海
魔
の
現
れ
た
洲す

原ば
ら

を
「
魔
の
浜
」
と

呼
び
、
こ
れ
が
転
じ
て
現
在
の
「
間
浜
」
と
言

う
地
域
が
で
き
た
と
言
わ
れ
る
。

　

篝
火
か
ら
提
灯
へ

　
篝
火
を
焚
く
神
事
は
約
百
年
続
い
た
と
言
わ

れ
る
。
そ
し
て
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
〜
七

二
年
）
に
な
る
と
、
篝
火
に
替
え
て
提
灯
を
つ

く
り
献
灯
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
は
、
一

本
の
竹
竿
に
提
灯
を
吊
す
高
張
提
灯
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
江
戸
時
代
中
期
に
な
る
と
、
竹
竿
が
丸
太
に

な
り
提
灯
も
大
き
く
な
る
。
そ
の
上
部
に
は
屋

根
形
の
覆
が
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
次
に
伝
え
ら
れ
た
仏ぶ

つ

壇だ
ん

提
灯
は
、
屋
根
形
の

覆
全
体
に
、
彫
刻
や
金
色
、
朱
色
の
塗
り
が
施

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宝
永
（
一
七
〇
四
〜

一
一
年
）・
正
徳
（
一
七
一
一
〜
一
六
年
）・
享

保
（
一
七
一
六
〜
三
六
年
）
時
代
の
一
色
村
は
、

上
市
場
組
、
中
市
場
組
、
下
市
場
組
の
三
組
に

分
か
れ
て
い
た
。

　

二
本
柱
時
代
の
提
灯

　
元
文
年
間
（
一
七
三
六
〜
四
一
年
）・
寛
保

年
間
（
一
七
四
一
〜
四
四
年
）
に
な
る
と
、
提

灯
は
次
第
に
大
き
く
な
り
、
屋
根
形
覆
及
び
提

灯
の
重
量
や
風
圧
に
耐
え
ら
れ
る
丈
夫
な
柱
が

必
要
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
二
本
の
柱
を
立
て
、

そ
の
間
に
二
張
り
の
提
灯
を
吊
す
よ
う
に
な
っ

た
。
一
色
町
千
間
地
区
の
塩し

お

竈が
ま

神
社
に
払
い
下

げ
ら
れ
た
二
本
柱
の
提
灯
は
、
全
長
四
・
六
メ

ー
ト
ル
、
胴
回
り
の
直
径
二
・
六
メ
ー
ト
ル
で

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

二
本
柱
か
ら
三
本
柱
の
時
代
へ

　
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
〜
一
八
年
）・
文
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
け
　

み

な
か
た
の
み
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
ず
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
が
り
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お
お
い
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地
域
住
民
の
文
化
と
絆
の
結
晶

　

　
一
色
の
大
提
灯

西
尾
市
立
幡
豆
小
学
校
長
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大柱の基底部大幟を揚げる

直立した大柱群地　輪　図 　解

胡麻摺（凹部）
ご　ま　ずり

閂

（
凹
部
）

（
凸
部
）

大
　
柱

かんぬき地　中

地　表

年
間
（
一
八
一
八
〜
三
〇
年
）
に
は
、
二
本
柱

か
ら
三
本
柱
へ
変
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

組
の
数
も
現
在
と
同
様
の
六
組
に
な
っ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
上
市
場
組
（
現
在
の
上
組
）、
中
市

場
組
（
現
在
の
中
組
）、
大
宝
組
、
下
市
場
組

（
現
在
の
宮
前
組
）、
諏
訪
組
、
間
浜
組
で
あ

る
。

　
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
組
ご
と
に
三
本
の
柱

を
間
隔
を
と
っ
て
並
べ
、
そ
の
間
に
巨
大
な
提

灯
を
二
張
り
ず
つ
吊
し
て
並
べ
る
よ
う
な
っ
た
。

そ
し
て
六
組
十
二
張
り
の
提
灯
は
、
お
互
い
に

競
い
合
う
か
の
よ
う
に
い
っ
そ
う
巨
大
化
し
て

い
っ
た
。
そ
の
重
量
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

提
灯
の
造
り
や
立
て
方
な
ど
に
様
々
な
工
夫
が

加
え
ら
れ
た
。

　
提
灯
の
骨
組
み
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
は

竹
だ
っ
た
も
の
が
、
檜
の
柾ま

さ

に
か
わ
っ
た
。
柾

と
は
木
目
が
ま
っ
す
ぐ
に
通
っ
て
い
る
も
の
の

こ
と
を
言
い
、
歪
み
が
な
い
こ
と
や
、
虫
が
つ

か
な
い
の
で
耐
久
性
に
優
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

最
も
小
さ
な
諏
訪
組
の
提
灯
だ
け
が
現
在
も
竹

の
骨
を
つ
か
っ
て
い
る
。

　
提
灯
二
張
り
と
屋
根
を
支
え
る
大
柱
に
つ
い

て
は
、
杉
の
木
を
用
い
、
大
き
い
も
の
は
長
さ

約
十
八
メ
ー
ト
ル
、
太
さ
直
径
六
十
六
セ
ン
チ

も
あ
る
。「
柱
立
て
」
の
日
に
は
、
大
柱
を
重

機
で
吊
り
、
地
中
に
埋
設
し
た
「
地じ

輪り
ん

」
と
呼

ぶ
仕
組
み
に
差
し
込
む
。

　
ま
た
、
大
提
灯
と
屋
根
形
覆
の
重
量
は
約
一

ト
ン
も
あ
る
。
こ
れ
を
吊
り
揚
げ
る
道
具
と
し

て
「
カ
グ
ラ
サ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
特
別
な
万
力

が
使
わ
れ
る
。
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地
輪
の
仕
組
み

　
大
提
灯
二
張
り
と
屋
根
形
覆
を
支
え
る

強
大
な
大
柱
。
こ
れ
を
立
て
て
固
定
す
る

仕
組
み
を
「
地
輪
」
と
呼
び
、
漁
船
の
帆

柱
を
立
て
る
方
法
を
ヒ
ン
ト
に
考
え
出
さ

れ
た
と
言
わ
れ
る
。

　
帆
柱
の
基
底
部
に
あ
た
る
と
こ
ろ
が
凸
、

柱
を
受
け
て
く
わ
え
込
む
部
分
が
凹
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
凸
凹
の
部
分
を
か
み
合

わ
せ
て
固
定
す
る
と
い
っ
た
原
理
を
応
用

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
提
灯
の

地
輪
は
地
下
二
・
五
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に

埋
設
し
て
あ
る
。
長
い
間
、
人
力
で
地
輪

を
掘
り
出
し
、
柱
を
立
て
て
い
た
が
、
現

在
は
地
輪
堀
り
か
ら
柱
立
て
の
工
程
が
機

械
化
さ
れ
て
い
る
。

　
諏
訪
神
社
か
ら
参
道
を
北
に
進
ん
だ
と

こ
ろ
に
は
二
本
の
大
幟
が
立
て
ら
れ
る
。

こ
の
大
幟
の
大
き
さ
も
縦
二
十
メ
ー
ト
ル
、

横
二
・
九
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
柱
は
長
さ

二
十
五
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
九
十
セ
ン
チ
の

杉
丸
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
神
が
降
り
る

目
印
と
さ
れ
る
。
こ
の
柱
を
立
て
る
の
も

「
地
輪
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
大
柱
は
損
傷
や
劣
化
が
著
し
く
な
っ
た

こ
と
か
ら
二
〇
〇
七
年
度
よ
り
順
次
取
り

替
え
ら
れ
て
い
る
。 の

ぼ
り
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組 絵 文字

上　組

中　組

大宝組

敬厥徳

能感神

神威霊

蒸民仰

嗚呼大哉

皇宗威徳

絵の作者

下村里仙

下村里仙

鳥居善四郎

景行天皇筑紫御征討図
けいこう　　　　つく　し　ご　せいとう

日本武尊碓氷峠御眺望図
やまとたけるのみこと　う　すいとうげ　ごちょうぼう

天岩戸図（天岩戸隠れ）
あまのいわ　と

　〃　　（舞）

金鵄図
きん　し

八咫烏図
　や　た　がらす

組 絵 文字

宮前組

諏訪組

間浜組

敬神愛国

天理人道

神所享

維恭敬

敬聖沢既睦

仰威霊益厳

絵の作者

太田愛三郎
または長四郎

下村里仙

名古屋の画工

岡崎の陵江

靜女鎌倉八幡宮舞楽図
しずか

　 　〃　　（武将たち）

大塔宮御凱旋図
だいとうみや　ご　がいせん

　〃　　（武将たち）

邪馬台詩図
　や　ま　たい

吉備大臣帰朝祝宴図
　き　び

下村里仙作
「靜女鎌倉八幡宮舞楽図」（諏訪組提灯）

カグラサンの仕組み

カグラサンを巻き屋根形覆を揚げる

滑
車

滑
車

　

大
提
灯
の
絵
と
文
字

　
十
二
張
の
提
灯
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
神
話
や
歴

史
を
題
材
と
し
た
物
語
と
文
字
が
描
か
れ
て
い

る
。
絵
の
作
者
は
地
元
出
身
の
画
家
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
り
、
特
に
下
村
里
仙
（
一
八
三
〇
〜
九

四
年
）
は
、
半
数
の
提
灯
を
手
が
け
て
い
る
。

　
大
提
灯
は
一
九
九
四
〜
二
〇
〇
一
年
に
渡
っ

て
全
て
張
り
替
え
ら
れ
た
。（
平
成
の
大
修
理
）

　

ま
と
め

　
大
提
灯
ま
つ
り
全
体
の
流
れ
を
大
ま
か
に
ま

と
め
る
と
、
当
日
ま
で
　

①
大
提
灯
の
土
曜
干
し

②
地
輪
堀
り
と
柱
立
て
③
屋
根
形
覆
を
仕
組
む

祭
り
一
日
目
　

④
屋
根
形
覆
吊
り
揚
げ
⑤
大
提

灯
吊
り
揚
げ
⑥
奉
納
神
楽
⑦
奉
納
諏
訪
太
鼓
⑧

献
灯
祭
・
火
入
れ
⑨
奉
納
神
楽
　

祭
り
二
日
目

⑩
例
祭
⑪
奉
納
弓
道
大
会
⑫
大
提
灯
降
納
と
な

る
。

　
一
九
六
九
年
に
は
、
和
紙
を
使
っ
た
大
提
灯
、

支
柱
を
使
わ
ず
一
直
線
に
起
立
す
る
三
本
の
柱
、

分
解
可
能
な
覆
屋
根
が
評
価
さ
れ
、「
大
提
灯

六
組
十
二
張
と
柱
組
一
式
」
が
愛
知
県
の
民
俗

資
料
（
有
形
民
俗
）
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　
一
色
大
提
灯
ま
つ
り
は
、
準
備
の
段
階
か
ら

地
域
住
民
総
出
で
様
々
な
段
階
を
経
て
運
営
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

地
輪
や
カ
グ
ラ
サ
ン
な
ど
、
背
景
に
漁
師
町
の

文
化
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ

れ
を
誇
り
に
思
い
、
維
持
し
て
い
く
地
域
住
民

の
強
い
絆
の
存
在
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
祭
り

を
支
え
る
見
え
な
い
部
分
こ
そ
重
視
し
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
社
会
作
り
の
範
と
し
て
い
き
た
い
。

　

参
考
文
献

　
一
色
の
大
提
灯
祭
　
諏
訪
神
社
誌

　
ふ
る
さ
と
散
歩
道
　
絵
本
大
ぢ
ょ
う
ち
ん

　
広
報
に
し
お
　
い
っ
し
き
ふ
れ
あ
い
広
報

　

資
料
提
供

　
野
本
欽
也
　
伴
野
義
弘
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一
ト
ン
の
提
灯
を
吊
り
揚
げ
る

カ
グ
ラ
サ
ン

　
祭
り
当
日
の
朝
、
各
組
ご
と
に
模
様
の

異
な
る
法
被
を
着
た
氏
子
た
ち
が
神
社
に

集
ま
る
。
そ
の
数
は
、
一
組
三
十
人
か
ら

五
十
人
い
る
。
神
官
の
お
祓
い
、
屋
根
形

覆
の
障
子
の
は
め
込
み
の
後
、
屋
根
形
覆

の
吊
り
揚
げ
、
続
い
て
大
提
灯
の
吊
り
揚

げ
と
い
う
祭
り
の
最
初
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を

迎
え
る
。

　
屋
根
形
覆
と
大
提
灯
の
重
さ
は
約
一
ト

ン
近
く
あ
る
。
こ
れ
を
吊
り
揚
げ
る
た
め

に
使
わ
れ
る
仕
組
み
を
氏
子
た
ち
は
、
カ

グ
ラ
サ
ン
と
呼
ぶ
。
万
力
の
一
種
で
あ
る
。

　
祭
り
の
指
導
者
た
ち
は
「
技
能
伝
承

者
」
と
記
さ
れ
た
赤
色
の
法
被
を
着
て
全

体
の
指
揮
を
と
る
。
世
話
人
長
が
「
カ
チ
、

カ
チ
。」
と
鳴
ら
す
拍
子
木
の
合
図
、「
よ

い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
。」
と
カ
グ
ラ
サ
ン

を
巻
く
氏
子
た
ち
の
勇
ま
し
い
声
、「
ギ
ー
、

ギ
ー
。」
と
木
の
軋
る
音
、
見
物
人
の
ど

よ
め
き
が
交
錯
す
る
。

世
話
人
長
か
ら
指
名

さ
れ
た
若
者
を
乗
せ

て
、
屋
根
形
覆
、
続

い
て
大
提
灯
が
ゆ
っ

く
り
と
揚
が
っ
て
い

く
。
こ
の
仕
組
み
も

か
つ
て
漁
師
が
使
っ

た
地
曳
き
網
の
応
用

だ
と
言
わ
れ
る
。

お
お
い


